
6Uサイズ

JAXAでは、2018年打ち上げ予定のSLSロケット初号機（EM-1)
にてOMOTENASHI探査機を打ち上げ予定である。本探査機では、
月面にセミハード着陸する超小型探査機技術を実証する。本ポスター
ではシステム検討における技術課題とその開発現状を報告する。

〇橋本樹明, 山田哲哉，菊池隼仁，大槻真嗣，池永敏憲，
OMOTENASHIプロジェクトチーム(JAXA)概要

技術課題

各コンポーネントの開発状況

軌道・姿勢 固体モータ

通信

衝撃吸収機構

分離&軌道制御(DV1)

固体モータ点火(DV2) 減速&SP分離 セミハード着陸

軌道：制御誤差に
ロバストな軌道計画

通信：超安定発信機による
1wayドップラー,DDOR

推進：レーザによるモータ点火,
小型固体燃料による急減速

衝撃吸収：エアバッグorクラッシャブ
ル材料による30m/sの衝撃吸収

姿勢：DV1＆2の制御,
RCSによるスピン安定

環境計測：小型センサ
による放射線計測

システム：
6Uサイズの

体積・質量・
電力管理

地上追跡システム

軌道計画
DV1: 10-20m/s by RCS

DV2: 2500m/s by Motor

エアバッグ

レーザーにより固体モータを着火
モータ推力により本体から分離

OMOTENASHIブロック図

OM: X-band, P-band

SP : S-band, P-band

Rocket Motor

φ110×365mm

LD Module

10×15×50mm

Solid Motor

Connection by  

optical fiber.

Nozzle Closure

- Included the mirror and the lens

- Separated by ignition

環境計測

クラッシャブル材 選定中

DDORにより姿勢・
軌道決定精度向上

姿勢制御

項目 値

重量 50g以下

寸法 68(L)×32(W)×14(T)mm

電源 リチウム電池(3V, 550mA)

計測率 1分毎

計測対象 プロトン、銀河宇宙線(GCR)

放射線計測器：D-Space
(開発元 AIST / JAXA)
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